
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断面ほぼＬ字型のアルミ押出材から正方形の額縁状態に枠組み一体化された単位グリツ
ドフレーム（１０）と、その隣り合う２個の角隅部と１個の中間部によって区成される

を目指して、天井スラブ（４７）から対応的に垂下するターンバツクル式
の吊り金具（４８）とを備え、
　上記単位グリツドフレーム（１０）における２個の角隅部に、その正方形の対角線に沿
うノーズ片（４５）が外方へ張り出すＹ字型のコーナー取付金具（４３）を

各々添え付け固定する一方、
　その 合計４個 集中的
に受け止める受け座金（５４）を、上記吊り金具（４８）の下端部に設置すると共に、
　上記コーナー取付金具（４３）のノーズ片（４５）

を吊り金具（４８）の受け座金（５４）へ上方から集中的に係止させた上、
その吊り金具（４８）に通し込んだ上記

を介して、上方から固定ナツト により上記ノーズ片（４５） を悉く
押え付けたことを特徴とするシステム天井の吊持装置。
【請求項２】
　断面ほぼＬ字型のアルミ押出材から正方形の額縁状態に枠組み一体化された単位グリツ
ドフレーム（１０）と、その隣り合う２個の中間部によって区成される一文字間隙（Ｇ２
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Ｔ
字間隙（Ｇ１）

、残る１個の
中間部に同じくノーズ片（４５ａ）が外方へ張り出すヘ字型中間取付金具（７２）の２個
を

隣り合うコーナー取付金具（４３）と中間取付金具（７２）との を

と中間取付金具（７２）のノーズ片
（４５ａ）と

Ｔ字間隙用のＴ字型スペーサープレート（５５ａ
） （５７） （４５ａ）



）を目指して、天井スラブ（４７）から対応的に垂下するターンバツクル式の吊り金具（
４８）とを備え、
　上記単位グリツドフレーム（１０）の中間部に、その正方形の対角線に沿うノーズ片（
４５ａ）が外方へ張り出すヘ字型中間取付金具（７２）の２個づつを添え付け固定する一
方、
　その合計４個の中間取付金具（７２）を集中的に受け止める受け座金（５４）を、上記
吊り金具（４８）の下端部に設置すると共に、
　上記中間取付金具（７２）のノーズ片（４５ａ）を吊り金具（４８）の受け座金（５４
）へ上方から集中的に係止させた上、その吊り金具（４８）に通し込んだ上記一文字間隙
用の一文字型スペーサープレート（５５ｂ）を介して、上方から固定ナツト によ
り上記ノーズ片（４５ａ）を悉く押え付けたことを特徴とするシステム天井の吊持装置。
【請求項３】
　

　
ことを特徴とする システム天井の吊持

装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明はシステム天井の吊持装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　一般に、建物の天井下地は現場合わせとして、切断加工や溶接などが行なわれ、天井ス
ラブから垂下する吊り金具に取り付けられている。又、その天井裏では照明器具や空調ダ
クト、スプリンクラー、スピーカーなどの各種天井追加機器を取り付けるため、異業種の
熟練工による煩雑な作業も行なわれている。
【０００３】
　そして、上記施工を行なうに当っては作業現場に仮設足場を据え付け、その足場に乗っ
た作業者が床面上の別な作業者から、上記天井下地の単品部材や天井追加機器を受け取っ
たり、作業の進捗に応じ上記足場を移動させて、その取付位置にアクセスしたりすること
が必要となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　そのため、多大の作業労力と時間を要し、それにも拘らず施工品質の安定しない問題が
ある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明はこのような課題の解決を企図しており、そのための構成上断面ほぼ断面ほぼＬ
字型のアルミ押出材から正方形の額縁状態に枠組み一体化された単位グリツドフレームと
、その隣り合う２個の角隅部と１個の中間部によって区成される を目指して、天
井スラブから対応的に垂下するターンバツクル式の吊り金具とを備え、上記単位グリツド
フレームにおける２個の角隅部に、その正方形の対角線に沿うノーズ片が外方へ張り出す
Ｙ字型のコーナー取付金具を

各々添え付け固定する一方、その
合計４個 集中的に受け止める受け座金を、上記吊り金具の下端部に設置

すると共に、上記コーナー取付金具のノーズ片 を吊り金具の
受け座金へ上方から集中的に係止させた上、その吊り金具に通し込んだ上記

を介して、上方から固定ナツトにより上記ノーズ片を悉く押え
付けたことを第１の特徴とし、
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（５７）

固定ナツト（５７）とスペーサープレート（５５ａ）（５５ｂ）との上下相互間に介在
する継手金具（７０）を、吊り金具（４８）に通し込むと共に、

その継手金具（７０）と天井スラブ（４７）とをターンバツクル式の耐震ブレース（６
９）によって連結一体化した 請求項１又は２記載の

Ｔ字間隙

、残る１個の中間部に同じくノーズ片が外方へ張り出すヘ字
型中間取付金具の２個を 隣り合うコーナー取付金具と中
間取付金具との を

と中間取付金具のノーズ片と
Ｔ字間隙用の

Ｔ字型スペーサープレート



【０００６】
　 同じ 面ほぼＬ字型のアルミ押出材から正方形の額縁状態に枠組み一体化された
単位グリツドフレームと、その隣り合う２個の中間部によって区成される一文字間隙を目
指して、天井スラブから対応的に垂下するターンバツクル式の吊り金具とを備え、上記単
位グリツドフレームの中間部に、その正方形の対角線に沿うノーズ片が外方へ張り出すヘ
字型中間取付金具の２個づつを添え付け固定する一方、その合計４個の中間取付金具を集
中的に受け止める受け座金を、上記吊り金具の下端部に設置すると共に、上記中間取付金
具のノーズ片を吊り金具の受け座金へ上方から集中的に係止させた上、その吊り金具に通
し込んだ上記一文字間隙用の一文字型スペーサープレートを介して、上方から固定ナツト
により上記ノーズ片を悉く押え付けたことを第２の特徴と
【０００７】
【作用】
　

【０００８】
　

【０００９】
　

【００１０】
　

【００１１】
【実施例】
　

【００１２】
　

【００１３】
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又、 く断

するものである。

本発明の上記構成によれば、何れにあっても単位グリツドフレームをその角隅部や中間
部に取付金具が付属する均一な品質の天井下地材として、工場にて大量生産することがで
き、施工現場での煩雑な切断加工や溶接などを一切要しない。

しかも、上記単位グリツドフレームを天井スラブから垂下する吊り金具へ取付作業する
に当っては、その取付金具から外向きに張り出すノーズ片を、吊り金具の下端部に設置さ
れた受け座金へ、上方から係止させた上、その吊り金具に通し込んだスペーサープレート
を介して、引き続き上方から固定ナツトにより上記ノーズ片を押え付ければ良く、極めて
能率良く且つ直接吊り金具へ取り付けることができ、システム天井の現場施工性に著しく
優れる。

又、上記スペーサープレートが単位グリツドフレームの隣り合う相互間隙に介在してい
るため、その間隙を一定の開口幅として高精度に確保することができ、施工状態の品質に
も優れる。

更に、上記吊り金具はターンバツクル形態をなしているため、その回動操作によって天
井面の設置高さを無段階に調整することも可能である。

以下、図面に基いて本発明の詳細を説明すると、その本発明の第１実施例を示した図１
～３５において、（１０）はリサイクル可能なアルミ押出材から一定な大きさ（例えば１
，６００×１，６００ｍｍや１，８００×１，８００ｍｍ）を有する正方形の額縁状態に
枠組み一体化された単位グリツドフレームであり、その押出断面形状が図４や図２７のよ
うな垂立面（１１）と、その下端部から内向き水平に張り出す化粧鍔片（１２）との交叉
するほぼＬ字型をなしている。

しかも、上記単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）には、外向き開口する少
なくとも３条の第１～４係止溝（１３）（１４）（１５）（１６）が、その設置高さの異
なる水平なレール形態に配列されており、その数段の係止溝（１３）～（１６）を選択的
に使用して、単位グリツドフレーム（１０）の隣り合う相互間隙（Ｇ）へ、後述の目地板
を初め、照明器具用配電レールや間仕切り用パーテイシヨン、防煙用スクリーン、防火用
スプリンクラーなどの天井付帯設備を取り付けることができるようになっている。

（１７）は上記単位グリツドフレーム（１０）の枠内へ、その正方形の一辺と平行な水
平仕切り状態に介在する分割コーンフレームであって、やはりアルミ押出材から成り、図
４～８から明白なように、その向かい合う一対の全体として下面のみならず、上面も開口
する断面ほぼ円錐型に並列設置されることにより、後述するランプユニツトの反射板を形
作っている。



【００１４】
　

【００１５】
　

【００１６】
　

【００１７】
　

【００１８】
　

【００１９】
　

【００２０】
　

【００２１】
　

【００２２】
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（１８）は上記分割コーンフレーム（１７）の上端部と中途高さ位置から外向きに張り
出す一対づつのビス受け入れダボであり、その数段の何れも分割コーンフレーム（１７）
の長手方向に沿って延在している。（１９）は同じく分割コーンフレーム（１７）の上端
部付近から外向き水平に張り出す一対の位置決めフインであり、後述のストツパー金具を
位置決め保持する。

又、（２０）は上記分割コーンフレーム（１７）の下端部からやはり外向き水平に張り
出す一対の化粧鍔片であって、上記単位グリツドフレーム（１０）の化粧鍔片（１２）と
対応しており、天井パネル（２１）を下方から受け止める。

更に、（２２）は後述するランプユニツトの取付プレートを受け止めるストツパー金具
の合計４個であって、何れも金属板から分割コーンフレーム（１７）の上端部に沿って被
冠する短かい一定長さ（Ｌ１）の断面ほぼ倒立Ｕ字型に曲成されており、その一対づつと
して分割コーンフレーム（１７）における長手方向の両端部へかぶせ付けられている。

但し、そのストツパー金具（２２）のかぶせ付け状態にあっても、分割コーンフレーム
（１７）の上面は依然開口している。（２３）は各ストツパー金具（２２）の固定ビス、
（２４）は各ストツパー金具（２２）から分割コーンフレーム（１７）内への下向きに屈
曲する第１係止片であり、後述するランプユニツトの弾性爪と係止する。（２５）は同じ
く各ストツパー金具（２２）から上向きに曲げ起された第２係止片であり、ランプユニツ
トの取付プレートにおける長手方向の端部を受け止める。

そして、上記のようなストツパー金具（２２）を付属した分割コーンフレーム（１７）
は、その長手方向の両端部を施蓋する一対のカバープレート（２６）を介して、上記単位
グリツドフレーム（１０）の枠内へ固定横架されるようになっている。

つまり、その各カバープレート（２６）の下端部からは並列する一対の取付座（２７）
が張り出されているため、これらを上記単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）
へ内側から接合した上、複数のビス（２８）により固定すると共に、これと相前後して、
そのカバープレート（２６）と上記分割コーンフレーム（１７）とを別な複数のビス（２
９）により、組付け一体化するのである。そのビス（２９）が上記ビス受け入れダボ（１
８）へ螺入されることとなる。

上記単位グリツドフレーム（１０）の枠内へ分割コーンフレーム（１７）を組付けユニ
ツト化した状態では、その両者の化粧鍔片（１２）（２０）同志が面一に整合すること勿
論であり、又単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）に開口する上記第１～４係
止溝（１３）～（１６）が、その垂立面（１１）に対する上記カバープレート（２６）の
取付ビス（２８）によって、閉塞されることはない。

（３０）は上記分割コーンフレーム（１７）における長手方向の中間部へ、上方から抜
き差し自在に差し込み固定されるランプユニツトであって、図５、７から明白なように、
その分割コーンフレーム（１７）の開口上面を施蓋する一定長さ（Ｌ２）の取付プレート
（３１）と、その取付プレート（３１）の中間部へ縦断状態に組付けられた安定器（３２
）のカバーケース（３３）並びにランプソケツト（３４）のホルダー（３５）と、同じく
取付プレート（３１）における長手方向の両端部から並列する一対づつとして垂下された
弾性爪（３６）とを備えている。

しかも、上記ランプユニツト（３０）の取付プレート（３１）は、分割コーンフレーム
（１７）に付属する一対づつの上記ストツパー金具（２２）へ、上方から部分的に覆いか



【００２３】
　

【００２４】
　

【００２５】
　

【００２６】
　

【００２７】
　

【００２８】
　

【００２９】
　

【００３０】
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ぶさる広幅な断面ほぼ倒立Ｕ字型に曲成されている。又、その取付プレート（３１）から
並列状態に垂下する一対づつの弾性爪（３６）は、その爪先の対称な楔型として外向きに
張り出し屈曲されている。

そのため、図５と図６、７との対比から示唆されるように、上記ランプユニツト（３０
）の取付プレート（３１）を分割コーンフレーム（１７）へかぶせ付けるべく、その並列
する一対づつの弾性爪（３６）を分割コーンフレーム（１７）の上面開口へ差し込めば、
その弾性爪（３６）の爪先が分割コーンフレーム（１７）に付属するストツパー金具（２
２）の第１係止片（２４）と接触して、これにより内向きに押し縮められ、その差し込み
終点に達するや外向きに復元拡開して、上記第１係止片（２４）と離脱やガタツキのおそ
れなく係止することになる。

その結果、上記分割コーンフレーム（１７）とランプユニツト（３０）の取付プレート
（３１）とを反射板とする照明器具に仕上がり、そのランプソケツト（３４）に対して下
方から蛍光ランプ（３７）を着脱・交換自在に取り付けることができ、更にその蛍光ラン
プ（３７）の下方から図９のような各種ルーバーやカバー（３８）などを、やはり着脱・
交換自在に取り付けることも可能である。

尚、上記した一対づつの弾性爪（３６）を人為強制的に押し縮めて、その第１係止片（
２４）との係止状態を解除することにより、上記ランプユニツト（３０）を分割コーンフ
レーム（１７）から上方へ抜き出すことも可能である。図示の実施例では２灯式として、
蛍光ランプ（３７）を上下位置関係に並列させているが、その１灯式を採用しても勿論良
い。

上記分割コーンフレーム（１７）に対するランプユニツト（３０）の取付状態では、そ
の分割コーンフレーム（１７）における長手方向の中間部が、ここへ差し込まれるランプ
ユニツト（３０）の取付プレート（３１）によって施蓋されるが、同じく分割コーンフレ
ーム（１７）における長手方向の両端部は、その上面の開口状態に放置されている。

（３９）は上記蛍光ランプ（３７）における長手方向の両端部へ臨む一対として、分割
コーンフレーム（１７）の内部に介挿された仕切りプレートであり、図７から示唆される
ように、そのＬ字型をなす一辺の起立面（４０）が反射板として機能する一方、その起立
面（４０）からカバープレート（２６）に向かう他辺の水平面（４１）が、分割コーンフ
レーム（１７）の開口下面を施蓋化粧している。

つまり、分割コーンフレーム（１７）における長手方向の両端部には、上記仕切りプレ
ート（３９）により区画された多機能空間（Ｓ）が介在し、その多機能空間（Ｓ）の上面
が上記ストツパー金具（２２）の一定長さ（Ｌ１）だけ開口状態にある。そのため、その
一対の多機能空間（Ｓ）を有効に利用して、ここに非常灯（４２）やスポツトライト、煙
感知器、スピーカー、テレビカメラ、その他の天井追加機器を取り付けることもできる。

図１０はその天井追加機器の一例として、非常灯（４２）の取付状態を示しているが、
同図から明白なように、上記仕切りプレート（３９）の水平面（４１）を起立面（４０）
と別個独立するアダプタープレート（４１ａ）として作成の上、これに予じめ非常灯（４
２）などの各種天井追加機器を組付けユニツトしておく。

そして、そのアダプタープレート（４１ａ）を上記仕切りプレート（３９）の水平面（
４１）と互換使用して、分割コーンフレーム（１７）の開口下面へ施蓋状態に取り付ける
ことにより、上記単位グリツドフレーム（１０）に各種天井追加機器の機能も与え得るの
である。その天井追加機器に対する電気配線は、上記分割コーンフレーム（１７）の上面
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開口を通じて支障なく行なうことができる。

次に、（４３）は上記単位グリツドフレーム（１０）を吊持するためのコーナー取付金
具であって、図１１～１７から明白なように、その単位グリツドフレーム（１０）の角隅
部に対応する直角な一対の取付片（４４）と、その交叉部から外向きに張り出すノーズ片
（４５）との全体的なＹ字型を呈しており、その両取付片（４４）が単位グリツドフレー
ム（１０）の角隅部へ外方から添え付け固定されている。

その際、コーナー取付金具（４３）の取付片（４４）は単位グリツドフレーム（１０）
における垂立面（１１）の上半部へ固定されており、その垂立面（１１）の下半部に開口
する第３、４係止溝（１５）（１６）を全然閉塞しないようになっている。（４６）は同
じくコーナー取付金具（４３）におけるノーズ片（４５）の下端部に付与された係止切欠
であり、後述する吊り金具の受け座金に上方から差し込み係止されることとなる。

上記コーナー取付金具（４３）の付属一体化された単位グリツドフレーム（１０）は、
その多数が図２、３のような格子状態に並列され、その隣り合う合計４個づつの角隅部に
よって区成される十文字間隙（Ｇ）の交点を目指して、建物の天井スラブ（４７）から対
応的に垂下する吊り金具（４８）の下端部へ直接に、且つ着脱自在として締結一体化され
ることにより、全体的なシステム天井を形作る。上記単位グリツドフレーム（１０）が単
純に組合せ使用できるように、予じめモジユール化されているのである。

即ち、単位グリツドフレーム（１０）を吊持する吊り金具（４８）は上下一対の吊りボ
ルト（４９）（５０）と、その相互間に介在するターンバツクル（５１）とから成り、そ
の上側吊りボルト（４９）の上端部が天井スラブ（４７）に埋設されたアンカーナツト（
５２）との締結状態にある。（５３）は上記ターンバツクル（５１）の固定ナツトである
。

他方、吊り金具（４８）の下側吊りボルト（５０）に対しては、上記単位グリツドフレ
ーム（１０）に付属するコーナー取付金具（４３）の受け座金（５４）と、その隣り合う
単位グリツドフレーム（１０）の十文字間隙（Ｇ）を一定の開口幅に保つ十文字型スペー
サープレート（５５）と、そのスペーサープレート（５５）を上方から押え付ける押え座
金（５６）並びに固定ナツト（５７）とが、順次通し込みセツトされている。

そして、上記単位グリツドフレーム（１０）の多数からシステム天井を施工するに当っ
ては、その単位グリツドフレーム（１０）の隣り合う合計４個づつから張り出す各コーナ
ー取付金具（４３）のノーズ片（４５）を、吊り金具（４８）の受け座金（５４）へ上方
から悉く差し込み係止させると共に、そのノーズ片（４５）に引き続き上方からスペーサ
ープレート（５５）と押え座金（５６）とを載置させた上、固定ナツト（５７）を締め付
けるのである。

そうすれば、単位グリツドフレーム（１０）のコーナー取付金具（４３）から張り出す
ノーズ片（４５）が、その合計４個に共通する１個の吊り金具（４８）を中心として、上
記受け座金（５４）と押え座金（５６）により挟持固定されると同時に、単位グリツドフ
レーム（１０）の交叉する十文字間隙（Ｇ）が対応する十文字型スペーサープレート（５
５）の介在により、高精度な一定の開口幅として確保されることになる。

しかも、上記吊り金具（４８）のターンバツクル（５１）を回動操作すれば、単位グリ
ツドフレーム（１０）の合計４個づつが一挙に昇降運動するため、その天井面の設置高さ
を無段階に調整することも可能である。
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その調整作業と相前後して、上記単位グリツドフレーム（１０）の枠内へ上方から天井
パネル（２１）を落し込めば、これが単位グリツドフレーム（１０）の化粧鍔片（１２）
と、分割コーンフレーム（１７）の化粧鍔片（２０）とによって受け止められることにな
る。上記のように天井パネル（２１）は単位グリツドフレーム（１０）への落し込み式で
あるため、これを取りはずせば、自づと天井点検口になり、その天井点検口を特別に設置
する必要がない。

但し、単位グリツドフレーム（１０）の枠内へ図１８、１９のように、複数の小型天井
パネル（２１ａ）を並列状態に落し込み、その任意の１個を点検用天井パネル（２１ｂ）
として、これに吊り掛けフツク（５８）を嵌め付ける一方、その点検用天井パネル（２１
ｂ）と隣り合う天井パネル（２１ａ）に、上記フツク（５８）の受け止め用ストツパーエ
ツジ（５９）を嵌め付けても良い。

図１１～１７は標準納まり状態として、天井スラブ（４７）から直かに１本の吊り金具
（４８）を垂下させているが、建物との取り合い関係次第では図２０のように、チヤンネ
ル溝型鋼から成るスライド調整バー（６０）を一旦天井スラブ（４７）へ、アンカーボル
ト（６１）とナツト（６２）により固定して、その調整バー（６０）から間接的に吊り金
具（４８）を垂下させることもあり得る。

これによれば、上記調整バー（６０）の長さ方向に沿って吊り金具（４８）をスライド
させることにより、その吊り金具（４８）の垂下位置を自由に調整することができる。（
６３）は吊り金具（４８）における上側吊りボルト（４９）の上端部を調整バー（６０）
に締結する固定ナツトである。

又、同じく建物との取り合い関係により、上記吊り金具（４８）を梁（６４）の下方へ
配置しなければならない場合には、図２１の納まり状態から明白な通り、その梁（６４）
の下方に横架するスライド調整バー（６０ａ）を、天井スラブ（４７）から垂下する一対
のアンカーボルト（６５）に支持させた上、その調整バー（６０ａ）へこれと向かい合う
チヤンネル溝型鋼のブラケツト（６６）を介して、上記吊り金具（４８）の下側吊りボル
ト（５０）のみを締結固定すれば良い。

そうすれば、上記調整バー（６０ａ）の長手方向に沿ってブラケツト（６６）をスライ
ドさせることにより、吊り金具（４８）の垂下位置をやはり調整することかでき、梁（６
４）と干渉することなく、上記単位グリツドフレーム（１０）を適正に吊持し得るのであ
る。（６７）は下側吊りボルト（５０）の上端部を調整バー（６０ａ）並びにブラケツト
（６６）へ締結する固定ナツト、（６８）は上記調整バー（６０ａ）と両アンカーボルト
（６５）とを締結する固定ナツトである。

上記納まり状態の何れにあっても、吊り金具（４８）の隣り合う相互間を耐震ブレース
（６９）によって連結強化することができる。その場合には図２２から示唆される通り、
上記吊り金具（４８）をなす下側吊りボルト（５０）の固定ナツト（５７）と、押え座金
（５６）との上下相互間へ、耐震ブレース用の十文字型や一文字型継手金具（７０）を通
し込み介在させる一方、その吊り金具（４８）と隣り合う吊り金具（４８）の上側吊りボ
ルト（４９）にも、対応する継手金具（７１）を通し込み固定して、その継手金具（７０
）（７１）同志を耐震ブレース（６９）により締結一体化すれば良い。その耐震ブレース
（６９）としても、上記吊り金具（４８）のようなターンバツクル式を採用することが望
ましい。

更に、上記単位グリツドフレーム（１０）は建物との取り合い関係次第に因り、その正
方形の角隅部のみならず、任意の一辺において天井スラブ（４７）へ吊持されることもあ
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る。

この点、図２３は天井面の端部における単位グリツドフレーム（１０）の吊持状態を示
しており、同図のように２個の単位グリツドフレーム（１０）と１個の単位グリツドフレ
ーム（１０）とが千鳥状態に隣り合うことによって、全体的なＴ字間隙（Ｇ１）を保つ場
合には、その２個の単位グリツドフレーム（１０）における角隅部に添え付けられたＹ字
型コーナー取付金具（４３）と対応位置するように、残る１個の単位グリツトフレーム（
１０）における中間部へ一対のヘ字型中間取付金具（７２）を並列固定させる。（４５ａ
）はその中間取付金具（７２）の取付片（４４ａ）から連続的に張り出すノーズ片である
。

そして、上記単位グリツドフレーム（１０）を天井面の端部へ吊持させるに当っては、
そのＴ字間隙（Ｇ１）の交点へ吊り金具（４８）を垂下させて、その吊り金具（４８）の
受け座金（５４）へＹ字型コーナー取付金具（４３）のノーズ片（４５）と、ヘ字型中間
取付金具（７２）のノーズ片（４５ａ）との合計４個を上方から悉く差し込み係止させる
と共に、引き続き上方から上記Ｔ字間隙（Ｇ１）に対応するＴ字型のスペーサープレート
（５５ａ）と押え座金（５６）とを順次載置させて、固定ナツト（５７）を締め付けるの
である。

又、単位グリツドフレーム（１０）の角隅部にＹ字型コーナー取付金具（４３）を付属
させることに代えて、図２４のように並列する一対のヘ字型中間取付金具（７２）を、単
位グリツドフレーム（１０）の一辺に添え付け固定して、その中間取付金具（７２）から
張り出すノーズ片（４５ａ）と、別な単位グリツドフレーム（１０）の一辺に並列固定さ
れたヘ字型中間取付金具（７２）のノーズ片（４５ａ）との合計４個を、天井スラブ（４
７）から垂下する吊り金具（４８）の受け座金（５４）へ、やはり上方から悉く差し込み
係止させた上、その両単位グリツドフレーム（１０）の一辺同志が隣り合う平行な一文字
間隙（Ｇ２）へ、一文字型のスペーサープレート（５５ｂ）を介挿セツトして、やはり上
方から引き続き押え座金（５６）と固定ナツト（５７）により締め付け固定することもあ
る。

つまり、天井スラブ（４７）から垂下する吊り金具（４８）に対して、単位グリツドフ
レーム（１０）を取り付ける金具としては、そのＹ字型コーナー取付金具（４３）とヘ字
型中間取付金具（７２）との２種が予じめ作成準備されているわけである。又、上記スペ
ーサープレート（５５）（５５ａ）（５５ｂ）としても単位グリツドフレーム（１０）同
志の隣り合う相互間隙（Ｇ）（Ｇ１）（Ｇ２）に応じて、十文字型とＴ字型並びに一文字
型の３種が予じめ作成用意されているのである。

但し、上記スペーサープレート（５５）を金属に代る硬質な合成樹脂から十文字型に成
形すると共に、その交叉部に図２５の点線で示すような折り取り溝（７３）を付与してお
き、その薄肉化した折り取り溝（７３）から折り取ることにより、上記十文字型から必要
に応じてＴ字型や一文字型のスペーサープレート（５５ａ）（５５ｂ）として使えるよう
に定めても良い。

上記の説明から自づと明白なように、システム天井としての施工状態では単位グリツド
フレーム（１０）の隣り合う相互間隙（Ｇ）が、一定の開口幅として開口状態に確保され
るため、ここに目地板（７４）を取り付けることにより施蓋化粧する。

図２７はその相互間隙（Ｇ）に対する目地板（７４）の取付状態を示しているが、その
取り付けに当っては上記単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）に外向き開口す
る第３係止溝（１５）を利用して、その溝内へ目地板用の短かいアダプター金具（７５）
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を下方から差し込み係止させた上、そのアダプター金具（７５）に長い目地板（７４）を
引き続き下方から係止固定させることにより、上記間隙（Ｇ）を施蓋化粧するのである。

又、上記相互間隙（Ｇ）に対しては照明器具用配電レール（７６）や間仕切り用パーテ
イシヨン（７７）、防煙用スクリーン（７８）、防火用スプリンクラー（７９）その他の
天井付帯設備を取り付けることも可能である。

即ち、配電レール（７６）を取り付ける場合には、単位グリツドフレーム（１０）の垂
立面（１１）に外向き開口する第４係止溝（１６）を利用して、その溝内へ図２８のよう
に下方から配電レール用の短かいアダプター金具（８０）を差し込み係止させた上、その
アダプター金具（８０）に長い配電レール（７６）を下方からビス（８１）により取り付
け固定する。この点、図２８では先付け状態にある上記目地板（７４）に対しても、配電
レール（７６）とそのアダプター金具（８０）を後付け固定しているが、勿論これに限ら
ない。

図２９は上記パーテイシヨン（７７）の取付状態を示しているが、その取り付けに当っ
てはやはり単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）に開口する第４係止溝（１６
）を利用し、その溝内へ下方から図３０のように、パーテイシヨン用の短かい倒立ハツト
型アダプター金具（８２）を差し込み係止させて、そのアダプター金具（８２）に引き続
き下方からパーテイシヨン（７７）のトツプレール（８３）をビス（８４）により取り付
け固定する。（８５）（８６）（８７）はそのパーテイシヨン（７７）の幅木、石膏ボー
ド並びにその表面板を各々示している。

又、上記スクリーン（７８）の取り付けに当っては図３１から明白なように、上記単位
グリツドフレーム（１０）の第４係止溝（１６）内へ差し込み係止させたスクリーン用の
第１アダプター金具（８８）に対して、これと向かい合うハツト型の第２アダプター金具
（８９）を、下方から一旦ビス（９０）により取り付け固定した上、その第２アダプター
金具（８９）に引き続き下方から別なビス（９１）を介して、スクリーン（７８）のサツ
シ枠（９２）を被着一体化させるのである。（９３）はそのサツシ枠（９２）に嵌め付け
られたガスケツトを示している。

尚、上記単位グリツドフレーム（１０）の隣り合う相互間隙（Ｇ）に対する目地板（７
４）や配電レール（７６）、パーテイシヨン（７７）、スクリーン（７８）などの取付状
態において、その相互間隙（Ｇ）の開口上面を図２８、３１に併記するようなトツプカバ
ー（９４）によって施蓋化粧しても良い。（９５）はそのトツプカバー（９４）を安定良
く取り付けるため、単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）に開口する第１係止
溝（１３）内へ差し込み係止されたトツプカバー用のアダプター金具、（９６）はその固
定ビスである。

更に、上記相互間隙（Ｇ）から目地板（７４）を部分的に取りはずして、その間隙（Ｇ
）へ図３２のようにスプリンクラー（７９）を配管することも可能である。同図では単位
グリツドフレーム（１０）の一辺同志が隣り合う一文字間隙（Ｇ２）に介挿されたスプリ
ンクラー（７９）を示しているが、その単位グリツドフレーム（１０）の交叉する十文字
間隙（Ｇ）へスプリンクラー（７９ａ）を配管する場合には、吊り金具（４８）との干渉
を防ぐため、図３３、３４のような特別のコーナー取付金具（９７）を使用すれば良い。

つまり、上記したＹ字型コーナー取付金具（４３）の変形例として、その直角に交叉す
る一対の取付片（９８）を、単位グリツドフレーム（１０）の垂立面（１１）よりも背高
く垂立させると共に、その両取付片（９８）の上端位置からノーズ片（９９）を部分的に
張り出すことによって、そのノーズ片（９９）と上記垂立面（１１）との上下相互間に、
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スプリンクラー（７９ａ）の配管逃し空隙（Ｏ）を開口させるのである。尚、そのノーズ
片（９９）の下端部に係止切欠（１００）を付与することは、言うまでもない。

そして、単位グリツドフレーム（１０）に付属する上記コーナー取付金具（９７）のノ
ーズ片（９９）を、その単位グリツドフレーム（１０）の十文字間隙（Ｇ）において、天
井スラブ（４７）から垂下する吊り金具（４８）の受け座金（５４）へ、悉く上方から差
し込み係止させた上、引き続き十文字型のスペーサープレート（５５）と押え座金（５６
）を上方から載置して、固定ナツト（５７）により吊り金具（４８）と締結一体化するの
である。

そうすれば、上記配管逃し空隙（Ｏ）を通じて、スプリンクラー（７９ａ）を支障なく
配管することができ、そのスプリンクラーヘツドを上記単位グリツドフレーム（１０）の
交叉する十文字間隙（Ｇ）に露出させ得るのである。その場合、上記スペーサープレート
（５５）は単位グリツドフレーム（１０）の隣り合う相互間隙（Ｇ）内に介在しないが、
その単位グリツドフレーム（１０）に付属のコーナー取付金具（９７）を上方から押え付
け面一化することに変りはない。

更に言えば、図３５に示唆する通り、上記間隙（Ｇ）（Ｇ１）（Ｇ２）を目地板（７４
）により施蓋化粧せず、その部分的な開口状態に放置して、空調用ダクトに連通するエヤ
ー吸込み口（１０１）やエヤー吹出し口（１０２）として機能させることも可能である。

図１～３５に基いて説示した第１実施例の単位グリツドフレーム（１０）は、その枠内
へ照明器具の反射板として機能する分割コーンフレーム（１７）を、正方形の一辺と平行
に固定横架した言わばパラレルタイプ（Ａ）であり、その単位グリツドフレーム（１０）
の多数を組合せ使用することによって、図３のようなデザインパターンのシステム天井を
形作るようになっているが、図３６の第２実施例から示唆されるように、上記分割コーン
フレーム（１７）を正方形の枠内へ、その対角線の方向に沿って固定横架させることによ
り、言わばクロスタイプ（Ｂ）の単位グリツドフレーム（１０）として作成することもで
き、これによれば図３と異なるデザインパターンを備えたシステム天井となる。

又、単位グリツドフレーム（１０）の枠内に対する分割コーンフレーム（１７）の設置
を省略して、その正方形の枠内が空白の骨組みのみから成る図３７のようなスケルトンタ
イプ（Ｃ）の単位グリツドフレーム（１０）も作成用意して、この第３実施例の単位グリ
ツドフレーム（１０）を上記パラレルタイプ（Ａ）やクロスタイプ（Ｂ）の単位グリツド
フレーム（１０）と併用することにより、図３８、３９のような各種デザインパターンの
システム天井に仕上げることも可能である。

更に、図４０、４１は単位グリツドフレーム（１０）の第４実施例に係る所謂エヤータ
イプ（Ｄ）を示しており、これでは上記パラレルタイプ（Ａ）の単位グリツドフレーム（
１０）における正方形の枠内へ、その分割コーンフレーム（１７）と平行な一対のセパレ
ートフレーム（１０３）を固定横架することにより、そのセパレートフレーム（１０３）
と分割コーンフレーム（１７）との隣り合う相互間へ、空調用ダクトに連通するエヤー吸
込み口（１０１ａ）とエヤー吹出し口（１０２ａ）を区成している。図４０はその単位グ
リツドフレーム（１０）の組合せ使用によるシステム天井のデザインパターンを示してい
る。

そして、このような空調用のエヤー吸込み口（１０１ａ）とエヤー吹出し口（１０２ａ
）は、上記クロスタイプ（Ｂ）の単位グリツドフレーム（１０）についても、その分割コ
ーンフレーム（１７）と平行な一対のセパレートフレーム（１０３）を列設することによ
り、上記第４実施例と同様に区画形成することができる。尚、上記セパレートフレーム（
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１０３）の何れか一方を省略して、そのエヤー吸込み口（１０１ａ）とエヤー吹出し口（
１０２ａ）の何れか一方を区成するにとどめても、勿論良い。

又、図４２、４３の第５実施例に示す如く、上記スケルトンタイプ（Ｃ）の単位グリツ
ドフレーム（１０）における正方形の枠内を、十文字型仕切りフレーム（１０４）の介在
により区画細分して、言わばクオータータイプ（Ｅ）の単位グリツドフレーム（１０）に
仕上げても良い。

そうすれば、その仕切りフレーム（１０４）により区画細分された枠内へ、天井パネル
（２１）を落し込むほかに、別個の照明器具（１０５）も落し込み状態に嵌め付け使用す
ることができ、室内の用途変化に対する対応性がますます広がる。上記クオータータイプ
（Ｅ）の組合せ使用によるシステム天井のデザインパターンを示した図４３において、黒
く塗り潰した個所がその別個な照明器具（１０５）であると看做される。

尚、第２～５実施例におけるその他の構成とその吊り金具（４８）への取り付け法は、
上記第１実施例と実質的に同一であるため、その図３６～４３に図１～３５との対応符号
を記入するにとどめて、その詳細な説明を省略するが、何れにしても単位グリツドフレー
ム（１０）の枠内へ落し込み設置する天井パネル（２１）としては、予じめ岩綿吸音板や
アルミパンチング板、金属板、プラスターボード、ワイヤーメツシユなどから具体化され
る数種を作成準備しておき、その互換使用や組合せ使用によっても、システム天井の興趣
変化する化粧効果を与えることができる。

以上のように、本発明では断面ほぼＬ字型のアルミ押出材から正方形の額縁状態に枠組
み一体化された単位グリツドフレーム（１０）と、その隣り合う２個の角隅部と１個の中
間部によって区成されるＴ字間隙（Ｇ１）を目指して、天井スラブ（４７）から対応的に
垂下するターンバツクル式の吊り金具（４８）とを備え、上記単位グリツドフレーム（１
０）における２個の角隅部に、その正方形の対角線に沿うノーズ片（４５）が外方へ張り
出すＹ字型のコーナー取付金具（４３）を、残る１個の中間部に同じくノーズ片（４５ａ
）が外方へ張り出すヘ字型中間取付金具（７２）の２個を各々添え付け固定する一方、そ
の隣り合うコーナー取付金具（４３）と中間取付金具（７２）との合計４個を集中的に受
け止める受け座金（５４）を、上記吊り金具（４８）の下端部に設置すると共に、上記コ
ーナー取付金具（４３）のノーズ片（４５）と中間取付金具（７２）のノーズ片（４５ａ
）とを吊り金具（４８）の受け座金（５４）へ上方から集中的に係止させた上、その吊り
金具（４８）に通し込んだ上記Ｔ字間隙用のＴ字型スペーサープレート（５５ａ）を介し
て、上方から固定ナツト（５７）により上記ノーズ片（４５）（４５ａ）を悉く押え付け
るようになっているため、冒頭に述べた従来技術の課題を確実に解決できる効果がある。

即ち、本発明の上記構成によれば、その天井下地材である単位グリツドフレーム（１０
）をコーナー取付金具（４３）や中間取付金具（７２）も含む規格品として、高品質に工
場生産することができ、その施工現場での熟練工による切断加工や溶接、組立てなどを一
切要しない。

又、上記単位グリツドフレーム（１０）にはコーナー取付金具（４３）と中間取付金具
（７２）が予じめ付属している一方、その単位グリツドフレーム（１０）のＴ字間隙（Ｇ
１）を目指して、天井スラブ（４７）から垂下する吊り金具（４８）の下端部には、上記
取付金具（４３）（７２）の合計４個を集中的に受け止める受け座金（５４）が設置され
ているため、その受け座金（５４）に対して上方から取付金具（４３）（７２）のノーズ
片（４５）（４５ａ）を悉く係止させた上、その吊り金具（４８）に通し込んだＴ字型ス
ペーサープレート（５５ａ）を介して、引き続き上方から固定ナツト（５７）により上記
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における単位グリツドフレームの第１実施例を示す斜面図である。
【図２】その単位グリツドフレームの４個を組合せ並列させた施工状態の概略斜面図であ
る。
【図３】単位グリツドフレームの組合せ使用による天井面のデザインパターンを示す模式
図である。
【図４】図１の４－４線に沿う拡大断面図である。
【図５】分割コーンフレームとランプユニツトとの分離状態を示す断面図である。
【図６】同じく分割コーンフレームに対するランプユニツトの取付状態を示す断面図であ
る。
【図７】図６の７－７線断面図である。
【図８】図７の８－８線断面図である。
【図９】ランプユニツトに互換使用するルーバーやランプカバーの各種を示す概略斜面図
である。
【図１０】分割コーンフレームに対する非常灯の取付状態を示す断面図である。
【図１１】吊り金具に対する単位グリツドフレームの取付方法を示す分解斜面図である。
【図１２】同じく取付状態を示す斜面図である。
【図１３】同じく取付状態を示す断面図である。
【図１４】図１３の１４－１４線に沿う拡大断面図である。
【図１５】図１４の１５－１５線断面図である。
【図１６】同じく図１４の１６－１６線断面図である。
【図１７】図１５の１７－１７線断面図である。
【図１８】天井点検用パネルを取り付けた単位グリツドフレームの平面図である。
【図１９】図１８の１９－１９線に沿う部分拡大断面図である。
【図２０】図１３に対応する単位グリツドフレームの別な吊り下げ状態を示す断面図であ
る。
【図２１】同じく単位グリツドフレームの更に別な吊り下げ状態を示す断面図である。
【図２２】耐震ブレースを使用した吊り下げ状態の断面図である。
【図２３】図１７に対応する単位グリツドフレームの別な取付状態を示す断面図である。
【図２４】同じく単位グリツドフレームの更に別な取付状態を示す断面図である。
【図２５】十文字型スペーサープレートを示す斜面図である。
【図２６】図２５の２６－２６線断面図である。
【図２７】単位グリツドフレームの相互間隙に対する目地板の取付状態を示す断面図であ
る。
【図２８】同じく照明器具用配電レールの取付状態を示す断面図である。
【図２９】同じく間仕切り用パーテイシヨンの取付状態を示す断面図である。
【図３０】そのパーテイシヨン用アダプター金具の差し込み方法を示す斜面図である。
【図３１】単位グリツドフレームの相互間隙に対する防煙用スクリーンの取付状態を示す
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ノーズ片（４５）（４５ａ）を悉く押え付ければ、その単位グリツドフレーム（１０）を
吊り金具（４８）へ直接に且つ能率良く取付作業することができ、現場施工性に著しく優
れる。

更に、単位グリツドフレーム（１０）のＴ字間隙（Ｇ１）にはそのＴ字型スペーサープ
レート（５５ａ）が介在するため、その間隙（Ｇ１）を一定の開口幅に確保することがで
き、しかもターンバツクル式の吊り金具（４８）によって、天井面の設置高さを無段階に
調整することもできるため、システム天井の高精度な施工状態を得られる効果がある。

そして、上記諸効果は請求項２に所定の構成を採用するも、同様に達成することができ
る。又、請求項３の構成を採用するならば、耐震ブレース（６９）の溶接も不要となり、
システム天井の耐震効果を容易に達成することができる。



断面図である。
【図３２】同じく防火用スプリンクラーの取付状態を示す断面図である。
【図３３】防火用スプリンクラーの別な取付状態を示す断面図である。
【図３４】図３３の３４－３４線断面図である。
【図３５】単位グリツドフレームの相互間隙を空調用エヤー吸込み口又はエヤー吹出し口
として開口させた状態の断面図である。
【図３６】単位グリツドフレームの第２実施例を図３に対応する組合せ使用状態として示
す模式図である。
【図３７】単位グリツドフレームの第３実施例を示す斜面図である。
【図３８】単位グリツドフレームの第１、３実施例を併用した状態の模式図である。
【図３９】同じく単位グリツドフレームの第２、３実施例を併用した状態の模式図である
。
【図４０】単位グリツドフレームの第４実施例を組合せ使用した状態として示す模式図で
ある。
【図４１】図４０の４１－４１線に沿う部分拡大断面図である。
【図４２】単位グリツドフレームの第５実施例を示す斜面図である。
【図４３】同じく第５実施例の単位グリツドフレームを組合せ使用した状態として示す模
式図である。
【符号の説明】
（１０）・単位グリツドフレーム
（４３）・コーナー取付金具
（４５）・ノーズ片
（４５ａ）・ノーズ片
（４７）・天井スラブ
（４８）・吊り金具
（５３）・固定ナツト
（５４）・受け座金
（５５）・十文字型スペーサープレート
（５５ａ）・スペーサープレート
（５５ｂ）・スペーサープレート
（６９）・耐震ブレース
（７０）・継手金具
（７２）・中間取付金具
（７３）・折り取り溝
（Ｇ）・十文字間隙
（Ｇ１）・Ｔ字間隙
（Ｇ２）・一文字間隙

10

20

30

(13) JP 3694697 B2 2005.9.14



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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